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令和元年 8月 20日 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 第434号 (2)

指
導
員
集
会

（１
／
１１
刈
谷
）
▽

第
３
回
勉
強
会

（２
／
１１
県
ス
ポ
、

２
／
１８
豊
橋
▽
冬
山
研
修

。
講
習

会

（２
／
２９
～
３
／
１
大
日
ヶ
岳
）

▽
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン

（３
／
７

猿
投
山
）

現
在
、
講
習
会
等
に
出
て
い
た

だ
い
て
い
る
指
導
員
の
顔
ぶ
れ
は

い
つ
も
同
じ
な
の
で
、
他
の
人
に

も
積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
く
。
夏
山
リ
ー
ダ
ー
資
格
制
度

の
講
習
は
、
す
で
に
全
国
で
は
じ

ま

っ
て
い
る
が
、
愛
知
県
は
秋
頃

に
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
本
年
度

も
指
導
員
が
か
か
わ
る
行
事
が
多

く
あ
り
、
参
加
、
お
手
伝

い
を
お

願
い
し
た
い
。
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
１７
時
４５
分
終
了
し
た
。

池

ヶ

原

湿

原

自

然

観

察

会

～
自
然
を
知
る
こ
と
が
自
然
保
護
の
第

一
歩
～

５
月
１８
日
（土
）
１９
日
（日
）
、

第
４７
回
自
然
観
察
会
を
飛
騨
市
宮

川
町
に
あ
る
池
ヶ
原
湿
原
と
乗
鞍

青
少
年
交
流
の
家
周
辺
で
実
施
、

５
団
体
か
ら
４２
人
が
参
加
し
た
。

初
日
は
池
ヶ
原
湿
原
に
直
接
集

合
し
、
そ
の
日
は
乗
鞍
青
少
年
交

流
の
家
に
宿
泊
。
２
日
目
に
山
菜

の
収
穫
、
観
察
、
親
睦
を
兼
ね
た

昼
食
会
と
い
う
１
泊
２
日
の
日
程

で
行
い
、
講
師
は
小
野
木
三
郎
先

生
に
昨
年
に
続
き
お
願
い
し
た
。

初
日
の
池
ヶ
原
湿
原
は
水
芭
蕉

の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
い
た
も
の
の

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
咲
き
誇

っ
て
い

た
。
午
後
は
ニ
コ
イ
の
滝
を
全
員

で
見
学
し
た
後
、
２
時
間
か
け
て

乗
鞍
青
少
年
交
流
の
家
に
移
動
、

夕
食
後
に
小
野
木
先
生
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
た
講
義
を
１
時

間
半
受
け
、
自
然
保
護
に
対
す
る

意
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

２
日
目
は
、
自
然
観
察
を
兼
ね

た
山
菜
の
収
穫
。
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
出
発
。
１
キ
ロ
ほ
ど

山
を
下

っ
た
斜
面
が
芽
吹
き
の
ビ

ー
ク
、
２
時
間
足
ら
ず
で
十
分
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
み
ん
な

が
持
ち
寄

っ
た
山
菜
は
全
部
で
１２

種
類
に
も
な
り
、
分
類
し
た
山
菜

を
調
理
し
、
美
味
し
い
料
理
に
み

ん
な
満
足
し
た

一
日
だ

っ
た
。

（栗
木
　
洋
明
）

や
ま
び
こ
山
想
会

後
藤

検

次

池
ヶ
原
湿
原
の
広
大
な
湿
原
に

咲
く
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ
キ

ン
カ
な
ど
春
を
代
表
す
る
花
々
を

観
賞
し
、
ぜ
ひ
散
策
し
た
い
と
思

っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
の
下
、
名
古
屋
を

６
時
に
出
発
し
湿
原
に
９
時
半
に

着
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
各
山
岳
会

の
み
な
さ
ん
と
合
流
し
、
小
野
木

先
生
の
挨
拶
が
あ

っ
て
、
い
よ
い

よ
湿
原
の
散
策
と
な

っ
た
。
湿
原

に
入
る
と

一
面
の
花
々
に
み
な
感

動
し
、
写
真
を
撮

っ
た
り
先
生
の

解
説
に
領
い
た
り
、
本
当
に
楽
し

い
有
意
義
な
散
策
で
し
た
。
そ
の

場
で
昼
食
後
に
地
図
に
な
い
幻
の

滝

ク
ニ
コ
イ
の
滝
″
を
見
に
行
き
、

想
像
以
上
の
水
量
と
落
差
が
見
事

で
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

２
日
目
も
快
晴
、
今
日
は
交
流

の
家
付
近
で
の
山
菜
採
り
。
は
じ

め
は
山
菜
が
な
く
気
乗
り
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
少
し
づ
つ
ワ
ラ
ビ
、

コ
シ
ア
ブ
ラ
、
タ
ラ
の
芽
が
採
れ

だ
す
と
い
つ
の
間
に
か
夢
中
に
な

り
、
思
っ
た
以
上
の
収
穫
と
な
り

記
念
撮
影
し
て
か
ら
天
ぷ
ら
料
理

に
し
ま
し
た
。
屋
外
で
食
べ
る
新

鮮
な
山
菜
は
風
味
と
ほ
ろ
苦
さ
が

あ

っ
て
、
日
頃
あ
ま
り
食
べ
る
こ

と
の
な
い
私
に
は
大
満
足
で
し
た
。

今
回
の
行
事
は
感
動
の
連
続
で

し
た
。
快
晴
で
あ

っ
た
こ
と
、
池

ヶ
原
湿
原
の
素
晴
ら
し
さ
、
自
然

の
美
し
さ
を
感
じ
た
満
足
の
い
く

山
行
で
し
た
。

充
実
し
た
満
足
の
２
日
間

岩
倉
山
岳
会

吉

田
美
代

子

東
海
の
尾
瀬
と
呼
ば
れ
て
い
る

池
ヶ
原
湿
原
は
、
広
大
な
湿
原
で

木
道
が
整
備
さ
れ
、
水
芭
蕉
や
リ

ュ
ウ
キ
ン
カ
が
咲
き
誇
り
、
新
緑

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、

川
に
は
イ
ワ
ナ
の
姿
も
。
小
野
木

先
生
の
熱
弁
に
も
心
を
と
ら
わ
れ

中
身
の
濃
い
観
察
会
に
満
足
で
し

た
。昼

食
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
車
で

ニ
コ
イ
の
滝
に
立
ち
寄
り
、
宿
泊

先
の
交
流
の
家
に
１６
時
集
合
。
入

室
説
明
の
あ
と
部
屋
割
り
、

１７
時

か
ら
５
団
体
合
同
の

「タ
ベ
の
集

い
」
で
の
国
歌
斉
唱
に
は
感
動
し

ま
し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
の
夕
食
、

そ
し
て
入
浴
を
終
え
、

１９
時
か
ら

研
修
室
で
小
野
木
先
生
の
講
演
会

「
山
を
楽
し
み
に
学
ぶ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
見
な
が
ら
言
葉
遊
び

と
ダ
ジ
ャ
レ
の
９０
分
間
、
切
れ
の

良
い
声
に
み
ん
な
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

‐９
日
は
５
団
体
で
の

「朝
の
集

い
」
。
９
時
か
ら
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
林
道
、
道
路
わ
き
で
の
山

菜
収
穫
活
動
。
Ｈ
時
に
キ
ャ
ン
プ

場
に
集
ま
り
、
タ
ラ
の
芽
、
コ
シ

ア
ブ
ラ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
タ
ド
リ

な
ど
多
く
の
山
菜
を
観
察
し
て
仕

分
け
を
し
、
お
ひ
た
し
、
天
ぷ
ら

に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
の

美
味
し
さ
に
争
奪
戦
に
な
り
、
揚

げ
て
も
揚
げ
て
も
収
拾
の
つ
か
な

い
勢
い
に
ビ
ツ
ク
リ
し
ま
し
た
。

充
実
し
た
２
日
間
と
な
り
、
皆

様
と
の
交
流
が
で
き
、
参
加
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

初
心
者

の
た
め

の
読

図
講
習
会

＝
コ
ン
パ
ス
の
正
し
い
使
い
方
学
ぶ
＝

初
心
者
を
対
象
に
し
た
読
図
講

習
会
が
、
５
月
２５
日
（土
）
大
高
緑

地
公
園
で
９
時
か
ら
行
わ
れ
、
会

員

。
一
般
１３
人
、
講
師
、
役
員
７

人
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
全
国
的
に
５
月
と
は

思
え
な
い
暑
さ
に
な
り
、
炎
天
下

の
中
で
の
講
習
と
な

っ
た
が
、
参

加
者
の
熱
心
な
態
度
に
講
師
も
真

剣
に
指
導
に
当
た

っ
た
。

講
習
内
容
は
、
基
礎
的
な
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
か
ら
、
森
の
中
の

目
標
物
を
グ
ル
ー
プ
別
に
探
し
当

て
る
ま
で
の
行
程
で
、
全
員
が
納



(3) 角等434ザ計 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 令和元年 8月 20日

得
で
き
る
ま
で
レ
ッ
ス
ン
が
続
け

ら
れ
た
。

講
習
は
１２
時
に
終
了
し
、
参
加

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
あ
り
、

河
合
講
師
の
講
評
で
締
め
ら
れ
、

次
回
の
猿
投
山
で
の
日
程
、
内
容

等
が
通
知
さ
れ
散
会
し
た
。

〔河
合
講
師
談
〕
今
年
で
コ
ン
パ

ス
の
使
い
方
に
特
化
し
た
講
習
会

も
８
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
コ
ン
パ
ス
を
持

っ
て
い
る
け

ど
、
山
で
使

っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
わ
れ
る
登
山
者
が
多

い
こ
と
か

ら
、
講
習
会
に
取
り
入
れ
た
も
の

で
す
。
た

っ
た
３
時
間
の
講
習
会

で
す
が
、
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
が

分
か

っ
た
と
参
加
者
の
方
か
ら
毎

年
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
会
の
カ
ギ
は
、
三
角

形
、
四
角
形
の

「
コ
ン
パ
ス
操
作

の
練
習

（
コ
ン
パ
ス
ー
．
２
．
３
）

（豊
川
山
岳
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
と

図

形
を
使

っ
た
練
習
に
な
り
ま
す
。

こ
の
練
習
は
、
自
分
の
ス
タ
ー
ト

位
置
に
目
印
を
置
き
、
三
角
形
に

コ
ン
パ
ス
を
使

っ
て
歩
き
、
元
の

位
置
に
戻
る
練
習
で
す
。
自
分
で

正
し
い
使
い
方
が
で
き
て
い
る
か

わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
単
純
に
元

の
位
置
に
戻
れ
る
と
楽
し
い
と
、

参
加
者
の
方
は
言
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
大
高
緑
地
公
園
の
林
の
中
に

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
ポ
ス
ト

を
あ
ら
か
じ
め
設
置
し
て
い
る
の

で
、
コ
ン
パ
ス
を
使

っ
て
ポ
ス
ト

を
見
つ
け
る
宝
探
し
も
講
習
内
容

に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
の
林
で
す
が
、
ポ
ス
ト
の

設
置
場
所
が
あ
ら
か
じ
め
見
え
て

い
な
い
の
で
、
コ
ン
パ
ス
を
頼
り

に
歩
く
こ
と
は
、
自
分
の
コ
ン
パ

ス
の
使
い
方
を
信
じ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

次
回
６
月
８
日
（土
）
の
猿
投
山

で
は
、
地
形
図
の
情
報
量
の
多
さ

や
地
図
の
楽
し
み
方
を
伝
え
ら
れ

た
ら
う
れ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ザ
ー
エ
業
山
岳
部

森

　
宙
心
理

季
節
を
２
～
３
か
月
も
先
取
り

し
た
暑
さ
の
中
、
読
図
講
習
会
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

机
上
講
習
会
で
何
度
か
コ
ン
パ

ス
の
扱
い
や
地
図
の
読
み
方
を
教

わ

っ
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
実
際

初
の
海
外
遠
征
登
山

ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク

Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
支
部
青
年
部

鎌
倉

源
助

学
生
時
代
に
登
山
を
初
め
て
２

年
７
ヶ
月
、
冬
山
だ
け
で
数
え
る

と
１
年
に
満
た
な
い
。
そ
ん
な
自

分
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
遠
征
に
行
く
。

「
自
分
の
山
」
を
登
り
た
い
気
持

ち
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
知
り

た
く
て
、
２
０
１
２
年
１０
月
、　
一

も
二
も
な
く
高
橋
隊
長
の
遠
征
の

誘
い
に
乗
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合

宿
で
厳
冬
期
の
御
嶽
、
仙
丈
ヶ
岳
、

硫
黄
岳
と
登

っ
た
が
、
遠
征
ま
で

に
実
力
が
間
に
合
う
か
不
安
だ

っ

た
。チ

ュ
ク
ン
か
ら
二
時
間
ほ
ど
で
、

ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
（６
１
８
９
ｍ
）

の
全
貌
が
見
え
て
く
る
。
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
入
り
は
２
０
１
３
年
２

月
２８
日
。
翌
日
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
か
ら
５
０
０

ｍ
上
げ
た
５
６
０

０

ｍ
地
点
に
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

の
設
営
作
業

へ
向
か

っ
た
。
し
か

し
、
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
高
所
で

体
調
が
悪
く
、
４
時
間
か
け
て
急

登
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
ベ
ー
ス
で

は
コ
ッ
ク
の
美
味
し
い
ダ
ル
バ
ー

ト
を
食
べ
翌
日
に
備
え
る
。

翌
日
、
体
力
に
余
裕
の
あ
る
シ

エ
ル
パ
を
含
む
隊
員
５
人
は
、
先

行
し
氷
河
の
偵
察

へ
向
か
う
。
隊

長
と
私
と
新
人
２
人
は
、　
一
時
間

後
に
ベ
ー
ス
を
出
て
荷
揚
げ
時
と

同
様
に
４
時
間
か
け
ア
タ
ッ
ク
キ

ャ
ン
プ

ヘ
。

３
月
３
日
、
８
人
全
員
で
ア
タ

ツ
ク
キ
ャ
ン
プ
を
出
る
。
昨
日
張

っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
頼
り

に
、
ク
レ
バ
ス
の
間
に
架
か
る
氷

の
橋
を

一
人
ず

つ
渡

っ
て
い
く
。

空
が
紺
色
か
ら
深
い
青

へ
と
移

っ
て
き
た
頃
、
山
頂
が
見
え
て
き

た
。
ク
で
き
る
だ
け
自
前
の
装
備

で
登
り
た
い
。

ク
そ
の
思
い
で
、

進
む
も
、
雪
質
は
情
報
と
は
異
な

り
と
て
も
ス
ノ
ー
バ
ー
が
刺
さ
る

柔
ら
か
さ
で
は
な
く
、
ア
イ
ス
ス

ク
リ
ュ
ー
は
全
て
用
い
た
。
息
が

苦
し
い
が

ク
登
り
き
ろ
う
。

ク
そ

の
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
。
ユ

マ
ー
ル
で
登
る
こ
と
２
時
間
半
、

稜
線
に
出
る
。
８
４
１
４

ｍ
の
ロ

ー
ツ
ェ
の
南
壁
が

一
望
で
き
る
。

残
す
と
こ
ろ
１
５
０

ｍ
。
先
に
山

頂
に
立

っ
て
い
る
先
輩
た
ち

の

「
ガ
ン
バ
ー
」
の
声
を
頼
り
に
力

を
振
り
出
し
、
つ
い
に
山
頂
に
着

く
。
初
体
験
の
達
成
感
で
満
た
さ

れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
景
色
を
目
に
焼

付
け
、
Ｈ
時
４０
分
、
８
人
全
員
登

頂
す
る
。

建設業許可を取りた.い 、日本国籍を取得したい (帰

化)●遺書を公正1証書で作成したい、声籍謄本や除
籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談
をし.た い、1会計記帳を頼みたい等々   ■

うなざ錦二丁a い ば しよう

脅
"4・

・孝
〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号

TELく052〉 951-1166番
営業時間  午前 11100～午後 2:30

午後 4100～午後 8300
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に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
こ
れ
程
み
っ
ち

り
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

最
初
、
三
角
形
の
そ
れ
ぞ
れ
の

辺
と
角
度
を
コ
ン
パ
ス
に
読
み
込

み
、
歩
数
を
測

っ
て
元
の
場
所
に

一戻
れ
た
と
き
は

「
あ
あ
、
こ
う
い

う
こ
と
か
！
」
と
感
激
し
ま
し
た
。

講
師
の
皆
様
が
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス

を
下
さ
り

「歩
幅
は
小
さ
い
方
が

傾
斜
の
影
響
を
小
さ
く
で
き
る
。
」

「
胸
の
前
で
コ
ン
パ
ス
を
持

つ
と

き
は
指
で
つ
ま
む
の
で
は
な
く
掌

で
し

っ
か
り
固
定
す
る
。
」
な
ど

基
本
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

班
別
行
動
で
は
参
加
者
が
交
代

に
ト
ッ
プ
を
務
め
、
コ
ン
パ
ス
と

地
図
を
頼
り
に
藪
を
か
き
分
け
、

日
標
と
な
る
ポ
ス
ト
を
探
す
と
い

う
身
近
な
公
園
と
は
思
え
な
い
実

践
的
な
講
習
。
地
図
に
示
さ
れ
て

い
る
尾
根
や
谷
、
構
造
物
と
周
り

の
様
子
と
を
見
比
ベ
コ
ン
パ
ス
の

指
し
示
す
方
向
を
信
じ
進
む
も
、

ご
く
小
さ
な
地
図
上
の
谷
を
見
落

と
し
、
も
う

一
つ
向

」ゝう
の
谷
に

そ
の
ま
ま
進
め
ば
ゴ
ー
ル
だ

っ
た

の
に
た
ど
り
着
け
な
か

っ
た
時

は
、
こ
れ
が
実
際
の
山
な
ら
か
な

り
焦

っ
た
だ
ろ
う
と
怖
く
も
な
り

ま
し
た
。

地
形
を
よ
く
見
て
地
図
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
コ
ン
パ
ス
を
信
じ
る
。

今
後
の
山
行
に
ぜ
ひ
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
は
友
人

も
誘

い
参
加
し
た

い
と
思

い
ま

す
。

講

習

会

事

故

の

法

的

責

任

／

日
山
協
遭
難
対
策
委
員
長
会
議

研
修
会
が
６
月
２９
日
（土
）
３０
日

（日
）東
京
晴
海

「海
員
会
館
」
で

行
わ
れ
、

３‐
人
が
出
席
す
る
。

第

一
日
目
は
挨
拶
の
後
、
平
成

３０
年
度
は
遭
難
者
数
３
１
２
９
人

と
２０
年
間
右
肩
上
が
り
傾
向
が
続

い
て
お
り

「
ス
ト

ッ
プ

。
ザ

ー
０
０
０
」
と
山
か
ら
遭
難
事
故

を
減
ら
そ
う
―
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
す
る
。

ま
た

「夏
山
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い

て
」
「
講
習
会
に
お
け
る
事
故
事

例
」
「
講
習
会
に
お
け
る
事
故
の

法
的
責
任
」
に
つ
い
て
講
義
が
あ

り
、
研
究
討
議

「講
習
会
に
お
け

る
問
題
点
」
に
つ
い
て
、
４
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
し
発
表
。

そ
の
後
、
夕
食

・
情
報
交
換
を
行

っ
た
。

第
二
日
日
、

１８
年
度
報
告
、

１９

年
度
計
画
、
会
計
報
告
が
あ
り
、

共
済
加
入
者
は
５
４
，
９
１
８
人

と
前
年
比
６
８
６
人
減
。
続
い
て

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
報
告
、
第
１６
回
山
岳
遭

難
事
故
調
査
で
登
山
者
の
ピ
ー
ク

年
齢
が
７０
歳
と
な

っ
た
が
、
交
通

事
故
と
同
じ
で
、
注
意
力
、
判
断

力
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
等
の
低
下
が

あ
る
と
報
告
が
あ

っ
た
。

最
後
に
都
道
府
県
岳
連
か
ら
報

告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
か
わ
さ

れ
て
終
わ

っ
た
。

（高
橋
　
優
）

早
月
尾
根
か
ら
剣
岳

＝
名
古
屋
山
岳
会

＝

。
日
時
　
５
月
２
日
～
３
日

・
メ
ン
バ
ー
　
田
中
悠
太
（３５
）
、

大
田
陽
子
（３７
）、
金
原
太
志
（３３
）

。
コ
ー
ス
　
第
１
日
　
馬
場
島
駐

車
場
―
登
山
ロ
ー
早
月
小
屋

第
２
日
　
早
月
小
屋
―
カ
ニ
ノ

ハ
サ
ミ
ー
剣
山
頂
―
カ
ニ
ノ
ハ

サ
ミ
ー
懸
垂
地
点
―
早
月
小
屋

―
登
山
口

▲
２
日
朝
、
馬
場
島
は
ま
だ
曇
り

空
で
雨
が
降

っ
て
い
ま
し
た
。
支

度
を
し
７
時
２０
分
に
出
発
。
樹
林

帯
を
少
し
歩
く
と
平
坦
な
雪
上
歩

き
に
な
り
、
所
々
に
シ
ュ
ル
ン
ド

が
あ
り
ま
し
た
。
松
尾
平
を
越
え

る
と
、
徐
々
に
急
登
に
変
わ
り
汗

ば
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
赤
谷

尾
根
、
小
窓
尾
根
の
眺
望
が
広
が

り
好
天
模
様
、
幸
先
の
良
い
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
昼
過
ぎ
に

早
月
小
屋
の
テ
ン
場
に
到
着
し
、

春
山
の
強
い
日
差
し
の
下
、
テ
ン

ト
を
設
営
し
水
作
り
を
し
て
し
ば

し
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し
た
。
目

指
す
頂

へ
の
視
界
は
良
好
、
い
よ

い
よ
明
日
の
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
向

け
て
俄
然
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

３
日
、
３
時
起
床
、
辺
り
が
ま

だ
暗
い
な
か
４
時
半
に
出
発
し
ま

し
た
。
１
時
間
ほ
ど
し
た
ら
朝
日

が
上
が
っ
て
き
て
染
ま
る
岩
稜
は

と
て
も
綺
一麗
で
し
た
。
ほ
ど
な
く

す
る
と
急
傾
斜
の
尾
根
が
現
れ
、

慎
重
に
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
ま
し

た
。
雪
は
早
朝
で
し

っ
か
り
締

っ

て
い
て
ア
イ
ゼ
ン
、
ビ

ッ
ケ
ル
が

よ
く
効
き
ま
し
た
。
次
に
急
な
雪

壁
を
丁
寧
に
タ
ガ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
登
り
、
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
で
の
険

し
い
岩
場
を
下
降
し
て
、
い
よ
い

よ
最
後
の
カ
チ
カ
チ
に
凍

っ
た
ル

ン
ゼ
を
登
り
ま
し
た
。
そ
し
て
９

時
に
や
っ
と
剣
岳
の
頂
上
に
無
事

到
達
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
６
月
入
会
の
新
人

で
す
が
、
今
山
行
は

一
年
の
集
大

成
に
は
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
美
し
い
雪

の
山
脈
を
頂
上
か
ら

一
望
で
き
、

先
輩
方
と
喜
び
お
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
、　
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

（記

・
金
原
　
太
志
）

ビギ玄冨2て言9し
て
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＝
２
日
間
で
確
保
技
術
講
習
会
実
施

＝

確
実
な
技
術
を
身
に

つ
け
よ
う

／

確
保
技
術
講
習
会
が
６
月
２２
～

２３
日
の
２
日
間
、
豊
田
市

・
鞍
ヶ

池
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
配

さ
れ
た
天
候
も
ま
ず
ま
ず
の
日
和

と
な
り
、
初
級
コ
ー
ス
Ｈ
人
、
上

級
コ
ー
ス
ー５
人
、
指
導
員
１２
人
の

３８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
講
習
は
、
９
時
か
ら

肩
絡
み
で
の
制
動
確
保
の
展
示
か

ら
は
じ
ま
り
、
各
班
ご
と
に
分
か

れ
て
講
習
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

初
級
で
は
装
備
品
の
説
明
、

ハ
ー

ネ
ス
の
正
し
い
装
着
方
法
、
支
点

の
構
築
、
ビ
レ
ー
方
法
、
懸
垂
下

降
な
ど
。
上
級
は
ア
ン
カ
ー
を
メ

イ
ン
ロ
ー
プ
で
の
取
り
方
、
支
点

の
取
り
方
、
懸
垂
下
降
な
ど
を
行

い
‐６
時
終
了
し
、
本
日
の
宿
泊
先

「龍
渓
院
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

‐８
時
か
ら
参
加
者
の
交
流
会
と

な
り
、
岩
瀬
氏
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
行

の
報
告
を
聞
い
た
り
、
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
で
は
蛍
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
初
級
は
セ
カ
ン
ド

の
ビ
レ
ー
で
安
全
な
下
ろ
し
方
、

自
己
脱
出
な
ど
行
い
、
上
級
は
自

己
脱
出
、
カ
ム
を
使

っ
て
ア
ン
カ

ー
、
支
点
の
取
り
方
、
登
り
返
し

な
ど
行
い
、
指
導
者
、
受
講
者
が

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

計
り
な
が
ら
終
え
ま
し
た
。

（多
田
　
純

一
）

イ
ノ
ア
ッ
ク
山
岳
会

植

田

省

司

知

っ
て
得
す
る
技
術
で
す
。

普
段
あ
ま
り
岩
は
や
ら
な
い
方

で
す
が
、
基
本
技
術
を
習
得
し
た

く
今
回
初
級
に
参
加
し
２
日
間
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

講
習
は

「
と
り
あ
え
ず
聞
い
て

や
っ
て
み
た
だ
け
」
で
２
日
間
が

終
わ

っ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
忘
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
な
の
で
忘

れ
て
し
ま
う
前
に
、
反
射
的
に
体

が
動
く
と
こ
ろ
ま
で
身
に
つ
け
る

の
が
今
回
の
講
習
と
考
え
反
復
も

し
て
い
き
ま
す
。

講
習
の
内
容
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

だ
け
で
な
く
、
登
山
の
様
々
な
場

面
で
応
用
が
効
き
適
応
範
囲
は
広

か
っ
た
で
す
。

講
師
の
方
々
も
経
験
豊
富
で
、

い
ろ
ん
な
引
出
し
を
持

っ
て
お
ら

れ
、
過
去
事
例
に
基
づ
く
工
夫

・

改
善

。
重
要
ポ
イ
ン
ト
や
最
近
の

ト
レ
ン
ド
情
報
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
た
の

も
良

い
経
験
で
し
た

学
ん
だ
技
術
で
安
全
登
山
／

犬
山
山
岳
会

伊
藤

　
健

今
回
、
確
保
講
習
上
級
に
２
日

間
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
、
ま
だ
ま
だ
技
術
も
経
験

も
少
な
く
、
遠
慮
気
味
に
行
動
し

て
お
り
ま
し
た
。

講
習
が
進
む
に
つ
れ
、
指
導
者

の
方
々
、
ま
た

一
緒
の
グ
ル
ー
プ

に
な

っ
た
方
々
か
ら
の
熱
心
な
指

導
を
受
け
、
た
く
さ
ん
の
技
術
を

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
基
本
か
ら
復
習
し
て
、
反
復

練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
岳
会
に
入

っ
て
数
年
が
た
ち

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
講
習
会
に

参
加
し
て
、
確
実
な
技
術
を
学
ぶ

事
は
非
常
に
大
切
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
得
た
技
術
を
こ

れ
か
ら
の
山
行
に
生
か
し
、
安
全

登
山
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

気

象

遭

難

対

策

講

習

会

山

の
気
象
を
把
握
し
安
全
登
山

CLIMB:Ne pARК 東三河初のクライミング施設
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'0532-26-3737

山
の
遭
難
事
故
を
な
く
そ
う
と

始
め
ら
れ
た

「気
象
遭
難
対
策
講

習
会
」
が
、
７
月
９
日
（火
）
県
ス

ポ
ー
ツ
会
館
で
午
後
６
時
３０
分
か

ら
行
わ
れ
２２
人

（会
員
１４
人
、　
一

般
８
人
）
が
出
席
し
た
。

初
め
に
講
師

。
大
矢
康
裕
氏
の

自
己
紹
介
と
Ｗ
Ｔ
活
動
か
ら
始
ま

り

「気
象
情
報
の
活
用
の
実
演
」

「過
去
の
気
象
遭
難
事
例
に
学
ぶ
」

「事
故
を
防
ぐ
た
め
の
行
、動

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
「
夏
山
の
気
象

予
想
」
の
順
に
講
義
が
行
わ
れ
た
。

登
山
に
出
掛
け
る
時
は
、
天
気

予
報
は
現
地
の
気
象
情
報
を
３
日

後
ま
で
予
測
し
、
予
報
文
を
し

っ

か
り
読
ん
で
お
く
。

山
は
平
地
よ
り
早
く
天
気
が
崩

れ
回
復
も
遅
れ
る
。
平
地
と
山
の

天
気
は
違
う
。
平
地
で
晴
れ
て
い

て
も
、
山
で
大
荒
れ
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
春
や
秋
は
、
こ
の
違
い

が
大
き
い
時
期
の
た
め
、
気
象
遭

難
事
故
が
多
い
。

山
の
天
気
の
回
復
が
遅
い
こ
と

も
知

っ
て
お
く
。
２
０
０
９
年
の

ト
ム
ラ
ウ
シ
の
遭
難
事
故
も
そ
の

よ
う
な
状
況
で
起
き
た
。
ま
た
、
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平
地
よ
り
も
山
で
は
雷
が
発
生
し

や
す
い
。
雷
に
対
し
て
速
や
か
に

対
処
し
よ
う
。

次
に

「事
故
を
防
ぐ
た
め
の
行

動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

３
班
に
分
か
れ
て
、
大
崩
山
山
系

木
山
内
岳
で
起
き
た
単
独
行
の
遭

難
事
故
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

班
で
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
発
表

し
た
。

「
夏
山
の
気
象
予
報
」
は
、
７

月
１９
日
頃
ま
で
の
東

・
西
日
本
は

梅
雨
前
線
の
影
響
で
多
雨
。
７
月

２０
日
頃
に
梅
雨
明
け
の
見
込
み
。

そ
の
後
は
地
上
か
ら
上
空
ま
で
高

気
圧
が
強
ま
り
猛
夏
か
も
。
ま
た

８
月
に
入
る
と
台
風
が
発
生
し
や

す
く
な
る
。

大
雨
が
続
く
と
登
山
道
が
荒
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
入

山
者
が
少
な
く
山
小
屋
も
な
い
ル

ー
ト
は
要
注
意
。
入
山
前
に
よ
く

状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。
更

や
ま
び
こ
山
想
会

戸

田

俊

久

盛
り
沢
山
の
講
習
の
中
で
特
に

印
象
に
残

っ
た
の
は
、
木
山
内
岳

で
の
遭
難
事
故
に
つ
い
て
の
グ
ル

ー
プ
討
議
で
あ
る
。
昨
年
の
講
習

会
で
は
悪
天
候
下
に
お
け
る
落
雷

事
故
の
事
例
で
あ

っ
た
が
、
今
回

は
天
気
が
回
復
し
た
状
況
に
お
け

る
遭
難
で
あ
る
。
直
前
ま
で
降

つ

て
い
た
雨
の
影
響
で
道
が
突
然
崩

落
し
、
崖
に
落
下
し
て
大
怪
我
を

に
雷
を
回
避
す
る
た
め
に
は

「早

出
早
着
」
を
心
掛
け
る
。

今
回
も
雪
崩
の
発
生
や
ヘ
リ
に

よ
る
救
助
の
現
場
な
ど
映
像
を
見

な
が
ら
多
く
の
事
を
学
び
、
８
時

５０
分
終
了
し
た
。

（岩
瀬
　
幹
生
）

負

っ
た
と
い
う
も
の
。

天
気
が
回
復
す
れ
ば
手
放
し
で

登
山
に
行
き
が
ち
で
あ
る
が
、
前

日
ま
で
の
天
候
に
よ
り
山
の
状
況

が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か

（滑

る
、
崩
れ
る
、
渡
渉
困
難
な
ど
）

に
つ
い
て
も
考
慮
し
、
早
め
に
危

険
を
察
知
し
回
避
で
き
る
よ
う
心

掛
け
た
い
。

今
回
の
事
例
で
救
出
ま
で
の
２

日
間
と
予
想
し
行

っ
た
怪
我
の
応

急
手
当
や
防
寒
対
策
な
ど
、
遭
難

者
の
冷
静
な
対
処
が
素
晴
ら
し
い

と
思

っ
た
。

●
‐‐‐‥ｉ‐‐‐
‐―‥―‥‐
一輛
出任
理̈
崖
薔
会
■
・

▼
７
月
２
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
高
橋
副

会
長
、
北
村
理
事
長
、
岩
瀬
副

理
事
長
、
一局
木
、
栗
木
、
多
田
、

本
田
、
本
田
（陽
）
、
倉
、
星
各

常
任
理
事
、
中
平
等
顧
問

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
日
山
協
理
事
会

（６
／
１６
東

京
）
安
藤

２
．
高
体
連

。
東
海
総
体

（６
／

２‐
～
２３
静
岡
）

３
．
確
保
技
術
研
修
会

。
講
習
会

（６
／
２２
～
２３
豊
田

・
鞍
ケ
池
）

４
　
全
国
遭
対
委
員
長
会
議

（６

／
３０
東
京
）
高
橋

５
．
指
導
員
総
会

（６
／
２９
刈
谷
）

本
田

６
。
そ
の
他

Ⅱ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
．
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

（７
／
５
文
科
省
）
高
橋

２
．
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

（７

／
９
県
ス
ポ
）

３
．
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（７
／

２７
～
２８
岐
阜

・
三
重
）
倉

４
．
東
海
四
県
正
副
会
長
、
理
事

長
会
議

（７
／
２７
三
重
）

５
．
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

（８
／
２
～
６
宮
崎
）

６
．
高
等
学
校
登
山
指
導
者
講
習

会

（８
／
７
～
９
登
山
研
修
所
）

７
　
少
年
少
女
登
山
教
室

（８
／

‐８
鈴
鹿
）

８
．
高
体
連
夏
期
大
会

（８
／
１８

～
２０
県
民
の
森

。
海
老
沢
）

９
．
Ｓ
Ｃ
確
保
講
習
会

（８
／
２４

岡
崎
）
倉
　
　
　
　
ヽ

１０
．
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

・

西
部
地
区

（９
／
６
～
８
富
山
）

Ｈ
．
県
民
登
山
教
室

・
机
上

（９

／
１０
県
ス
ポ
）
岩
瀬

‐２
・
県
民
登
山
教
室

。
実
践
下
見

（９
／
１４
御
在
所

。
鎌
）
岩
瀬

‐３
・
第
２‐
回
Ｊｒ
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

（９
／
１４
～
‐６
富
山
）

‐４
・
第
２
回
登
山
勉
強
会

（９
／

‐８
県
ス
ポ
、
９
／
２５
豊
橋
）

‐５
。
全
国
登
山
大
会

（９
／
２８
～

３０
岐
阜
）

‐６
　
第
７４
回
茨
城
国
体

（１０
／
４

～
６
茨
城
）
倉

‐７
・
救
助
技
術
研
修

。
講
習
会

（１０
／
５
～
６
御
在
所
）

‐８
　
県
民
登
山
教
室
実
践

（１０
／

‐２
御
在
所

。
鎌
）
岩
瀬

‐９
。
「遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会

（Ｈ
／
２９
県
ス
ポ
）

２０
　
そ
の
他
、
法
人
化
に
つ
い
て

■
５
月
３‐
日
付
の
新
聞
で
、
エ
ベ

レ
ス
ト
山
頂
に
向
か
う
登
山
者
が

長
蛇
の
列
を
な
し
て
い
る
写
真
を

見
て
驚
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
８
千
米

峰
は
容
易
な
の
か
。
い
つ
に
な
れ

ば
頂
上
に
着
け
る
の
か
―
時
間
待

ち
に
体
調
は
大
丈
夫
か
！
気
候
が

急
変
し
た
ら
―
写
真
を
見
て
い
て

心
配
は
つ
き
な
い
の
だ
が
…
…
。

す
で
に
今
シ
ー
ズ
ン
は
Ｈ
人
が
死

亡
し
て
い
る
と
い
う
。

■
春
か
ら
夏
に
か
け
岳
連
行
事
が

多
く
あ
り
、
熱
心
な
岳
人
が
参
加

し
た
。
そ
の
内
容
を
感
想
文
と
し

て
寄
稿
し
て
く
れ
て
紙
面
が
賑
わ

っ
た
。
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ
）

◆
９

ｏ
‐０
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

饉   軍
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月  日 容内

9.3
9.10

9.18

9.25

10. 1

10. 4～

10. 5～

10.12

10.19

10.22

常任理事会 (OMCビル)

県民登山教室・机上 (県 スポーツ会館)

第 2回勉強会 (県スポーツ会館 )

″  (豊 橋 )

常任理事会 (OMCビル)

第74回 茨城ゆめ国体
救助技術研修・講習会 (御在所岳 )

県民登山教室 (御在所岳・鎌ヶ岳 )

第48回 自然観察会 (タ ンナカ高原)

第 3回理事会 (県スポーツ会館 )


